
ワ
キ
　
丹
後
の
僧

ヲ
カ
シ
　
里
人

シ
テ
　
和
国

地
は
　
京
都

季
は
　
秋

和
国
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身
を
捨
て
ゝ
住
む
山
に
て
も
。
〳
〵
。
憂
き
時
い
づ
ち
行

か
ま
し
。

是
は
丹
後
の
国
よ
り
出
で
た
る
僧
に
て
候
。
我
い
ま
だ
都

を
見
ず
候
ふ
程
に
。
此
秋
思
ひ
立
ち
都
に
登
り
候
。

大
江
山
。
幾
野
の
道
の
遠
け
れ
ど
。
〳
〵
。
乗
ら
で
や
過

ぎ
し
里
の
名
の
。
馬
路
河
原
路
打
ち
過
ぎ
て
。
跡
よ
り
恋

の
お
ひ
の
坂
。
桂
の
川
の
渡
し
舟
。
法
の
道
を
や
尋
ぬ
ら

ん
。
〳
〵
。

「「「「「「「「

ワ
キ
次
第詞

道
行詞

ヲ
カ
シ

ワ
キ

ヲ
カ
シ

ワ
キ

急
ぎ
候
ふ
程
に
。
是
は
早
都
に
着
き
て
候
。
我
宿
願
の
子

細
候
ふ
間
。
先
づ
北
野
の
経
蔵
に
参
ら
ば
や
と
思
ひ
候
。

所
の
人
の
渡
り
候
ふ
か
。

シ
カ
〳
〵
。

是
は
此
処
始
め
て
一
見
の
者
に
て
候
。
何
事
に
て
も
珍
し

き
事
候
は
ゞ
。
見
せ
て
給
は
り
候
へ
。

シ
カ
〳
〵
。

其
和
国
と
や
ら
ん
参
り
て
候
は
ゞ
見
せ
候
へ
。
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桜
木
を
。
時
雨
や
黄
葉
に
染
め
つ
ら
ん
。
右
近
の
馬
場
の

秋
の
色
。

是
は
承
り
及
び
た
る
和
国
に
て
ま
し
ま
す
か
。

見
申
せ
ば
旅
の
御
僧
と
見
え
つ
る
が
。
我
名
を
和
国
と
宣

ふ
事
。
返
す
〴
〵
も
不
審
な
り
。
よ
し
〳
〵
そ
れ
は
兎
も

角
も
。
何
の
故
に
て
有
る
や
ら
ん
。

さ
て
さ
て
御
身
の
住
み
給
ひ
し
。
在
所
は
い
づ
く
何
故
に
。

和
国
と
名
を
付
け
給
ふ
ぞ
や
。

「「「「「「
シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

是
は
一
条
桃
園
の
あ
た
り
に
住
む
者
な
る
が
。
我
歌
の
道

に
心
を
寄
せ
。
其
道
を
極
め
し
故
に
や
。
少
し
慢
ず
る
心

あ
り
て
。
か
や
う
に
現
な
く
な
り
た
る
に
よ
り
。
京
わ
ら

ん
べ
の
言
ひ
習
は
し
た
る
異
名
に
て
候
。

げ
に
〳
〵
是
は
理
な
り
。
さ
れ
ど
も
天
満
御
神
の
。
誓
は

ま
さ
に
曇
ら
ね
ば
。
直
な
る
心
と
成
り
給
ふ
べ
し
。
我
等

は
田
舎
の
者
な
れ
ば
。
歌
道
の
事
は
知
ら
ね
ど
も
。
都
の

土
産
に
語
り
給
へ
。
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い
で
い
で
語
つ
て
聞
か
せ
申
さ
ん
。

抑
大
和
歌
と
申
す
は
六
義
あ
り
。

是
れ
六
道
の
巷
に
詠
じ
。
千
早
振
る
神
代
の
歌
は
。
文
字

の
数
も
定
め
な
し
。

其
後
天
照
大
神
の
御
弟
。
素
盞
嗚
の
尊
よ
り
し
て
。

三
十
一
文
字
に
定
ま
る
事
。
八
雲
た
つ
出
雲
八
重
垣
の
御

神
詠
よ
り
。
此
国
の
こ
と
わ
ざ
と
し
て
。

人
間
の
み
か
鳥
類
も
。

「「「「「「「「
シ
テ

シ
テ
ク
リ地

サ
シ

シ
テ地

ク
セ

シ
テ

高
間
の
寺
に
来
り
つ
ゝ
。
鳴
く
鶯
の
声
聞
け
ば
。
歌
の
姿

は
備
は
れ
り
。

さ
れ
ば
に
や
畜
類
も
。
歌
を
詠
ず
る
た
め
し
あ
り
。
浜
の

真
砂
を
歩
み
行
く
。
蛙
の
道
の
跡
見
れ
ば
。
住
吉
の
。
海

士
の
み
る
め
に
あ
ら
ね
ど
も
。
仮
に
も
人
に
。
又
訪
は
れ

ぬ
る
と
。
水
に
住
む
蛙
ま
で
。
和
国
の
風
俗
。
神
の
御
代

よ
り
始
ま
れ
り
。

さ
れ
ば
に
や
大
国
に
。
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詩
を
作
る
諸
人
は
。
三
界
を
詠
む
る
に
。
花
鳥
風
月
。

松
風
の
私
語
。
鼓
は
波
の
音
。
笛
は
龍
の
吟
を
以
て
。
舞

楽
を
も
作
れ
り
。
唯
人
は
。
乱
舞
歌
道
に
交
は
り
て
。
心

を
延
ぶ
る
こ
そ
。
万
年
の
齢
ひ
な
る
べ
し
。

如
何
に
申
し
候
。
此
人
は
面
白
う
狂
ふ
と
仰
せ
候
ふ
が
。

さ
も
な
く
し
て
歌
道
の
事
を
諷
ひ
か
な
で
。
狂
気
の
様
は

な
く
候
。

さ
ん
候
此
人
は
忍
妻
の
候
ひ
し
が
。
其
許
へ
通
へ
と
申
し

「「「「「「「
地

ワ
キ

ヲ
カ
シ

ワ
キ

ヲ
カ
シ

シ
テ

ヲ
カ
シ

候
へ
ば
。
諷
ひ
狂
ひ
候
。

さ
あ
ら
ば
急
い
で
御
狂
は
せ
候
へ
。

心
得
申
し
候
。
如
何
に
和
国
。
か
の
御
方
よ
り
急
い
で
御

通
ひ
あ
れ
と
申
し
来
り
候
。

何
彼
方
よ
り
通
へ
と
や
。
通
へ
ば
人
や
知
る
。
又
通
は
ね

ば
中
絶
ゆ
る
。
琴
の
糸
切
ら
さ
じ
と
。
夜
々
物
を
思
は
す

る
。

何
と
て
左
様
に
仰
せ
候
ふ
ぞ
。
一
夜
な
り
と
も
御
通
ひ
候
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へ
。

一
夜
二
夜
は
馴
れ
そ
め
て
。
三
夜
に
も
な
れ
ば
住
吉
の
。

松
は
根
毎
に
あ
ら
は
る
ゝ
。
〳
〵
。

顕
は
れ
て
。
〳
〵
。
出
づ
る
は
君
と
我
と
君
と
。
枕
の
上

に
。
か
ゝ
る
涙
の
雨
の
夜
も
。
雪
の
暁
別
れ
の
鐘
の
音
。

彼
是
い
づ
れ
も
思
ひ
見
れ
ば
。
歌
の
種
と
や
成
り
ぬ
ら
ん
。

〳
〵
。

「「
シ
テ地
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